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「
法
華
経
展
」
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

池
田
大
作

　

ス
ペ
イ
ン
で
初
と
な
る
「
法
華
経

│
平
和
・
共
生
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
」
展
が
、
レ
リ
ダ
市
立
図
書
館
、
レ
リ
ダ
大
学
、
ユ
ネ

ス
コ
・
レ
リ
ダ
協
会
と
の
共
催
で
開
催
さ
れ
ま
す
こ
と
を
心
よ

り
お
慶
び
申
し
上
げ
、
開
催
に
ご
尽
力
を
た
ま
わ
り
ま
し
た
全

て
の
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

多
く
の
文
明
が
去
来
し
、
肥
沃
な
精
神
的
土
壌
を
蓄
え
て
き

た
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
の
古
都
レ
リ
ダ
市
に
お
い
て
、
東
洋
の
精
神

的
遺
産
で
あ
る『
法
華
経
』の
展
示
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
こ
と
に
、

私
は
深
い
意
義
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

二
〇
〇
四
年
の
国
連
総
会
演
説
に
お
い
て
、
サ
パ
テ
ロ
首
相

が
「
文
明
の
同
盟
」
を
提
唱
さ
れ
ま
し
た
が
、
ス
ペ
イ
ン
の
み

な
ら
ず
欧
州
の
中
で
文
明
間
・
宗
教
間
対
話
の
先
駆
的
な
役
割

を
担
わ
れ
て
き
た
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
の
諸
先
生
方
と
、
東
西
の

精
神
の
対
話
が
で
き
ま
す
こ
と
は
、
文
明
間
対
話
を
通
し
て
共

生
の
社
会
を
希
求
す
る
私
ど
も
に
と
り
ま
し
て
、
最
大
の
喜
び

で
す
。

　
『
法
華
経
』
を
は
じ
め
と
す
る
仏
典
は
、
二
千
数
百
年
に
わ
た

り
、
東
洋
諸
民
族
の
精
神
的
主
柱
と
な
っ
て
、
豊
潤
な
文
化
の

華
を
咲
か
せ
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
展
示
に
は
、
法
華
経
写
本
を
中
心
に
、
代
表
的
な
仏
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典
の
数
々
が
展
示
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

仏
教
は
、
イ
ン
ド
を
は
じ
め
と
す
る
南
ア
ジ
ア
、
西
域
（
シ
ル

ク
ロ
ー
ド
に
沿
っ
た
中
央
ア
ジ
ア
）、
そ
し
て
中
国
、
韓
半
島
、
日
本
、

東
南
ア
ジ
ア
の
文
化
・
文
明
の
基
調
と
な
り
、
そ
の
精
神
の

結
晶
と
し
て
多
く
の
「
仏
典
」
が
編
纂
さ
れ
伝
承
さ
れ
て
き
ま

し
た
。

　

東
洋
の
諸
民
族
は
、
仏
典
の
中
に
釈
尊
以
来
の
〝
宇
宙
生
命

と
の
対
話
〞
を
見
出
し
、
宇
宙
根
源
の
リ
ズ
ム
を
「
法
」
と
し

て
表
現
し
続
け
て
き
た
の
で
あ
り
ま
す
。

　

東
洋
的
思
考
の
特
徴
は
、
自
己
（
内
な
る
宇
宙
）
と
大
宇
宙
（
外

な
る
宇
宙
）
と
の
対
話
、「
宇
宙
生
命
」
へ
の
融
合
、
そ
し
て
顕

在
化
に
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、「
内
在
」
と
「
超
越
」
の
相
即
で

あ
り
ま
す
。

　

仏
教
に
お
い
て
、
釈
尊
は
、
広
大
な
る
自
己
自
身
の
「
内
な

る
宇
宙
」
を
探
求
し
、そ
の
究
極
に
お
い
て
自
己
を
超
克
し
、「
外

な
る
宇
宙
」
と
一
体
化
し
た
「
宇
宙
生
命
」
そ
の
も
の
を
、法
（
ダ

ル
マ
）
と
し
て
覚
知
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

　

釈
尊
の
覚
者
と
し
て
の
「
智
慧
」
と
「
慈
悲
」
が
民
衆
救
済

へ
と
向
か
う
時
、
仏
教
史
を
飾
る
多
く
の
仏
典
が
編
纂
さ
れ
た

の
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
特
に
『
法
華
経
』
は
、
自
ら
、
釈
尊
の
悟
達
の

法（
ダ
ル
マ
）の
表
出
と
体
現
を
宣
言
し
た
経
典
で
あ
り
ま
す
。『
法

華
経
』
が
東
洋
の
諸
民
族
に
最
も
親
し
ま
れ
、広
く
伝
播
し
、人
々

の
「
魂
」
を
救
済
し
て
き
た
の
も
、
こ
の
経
典
の
内
包
す
る
深

遠
な
宗
教
性

│
宇
宙
生
命
と
の
融
合
の
境
地
と
そ
の
平
易
な

る
表
現
法
に
あ
り
ま
し
た
。

　

私
は
、
西
洋
文
明
を
担
う
人
々
が
法
華
経
写
本
等
と
し
て
結

実
し
た
「
仏
教
の
真
髄
」「
東
洋
民
族
の
魂
」
と
の
深
い
次
元
で

の
「
精
神
対
話
」
を
さ
れ
る
こ
と
を
希
求
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
意
味
に
お
い
て
、
若
干
、『
法
華
経
』
の
特
質
を
「
東
洋

文
明
と
西
洋
文
明
の
対
話
」
に
役
立
つ
視
点
か
ら
、
三
点
に
わ

た
っ
て
要
約
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

第
一
に
「
万
物
共
生
の
思
想
」、
第
二
に
「〝
永
遠
な
る
も
の
〞

の
探
求
」、
第
三
に
「
平
和
創
出
へ
の
行
動
」
で
あ
り
ま
す
。

万
物
共
生
の
思
想

　

第
一
の
「
万
物
共
生
の
思
想
」
は
、『
法
華
経
』
の
「
方
便
品
」

を
は
じ
め
と
す
る
前
半
部
分
に
展
開
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
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「
方
便
品
」
に
は
、
仏
が
こ
の
世
に
出
現
し
た
目
的
、
す
な
わ

ち
「
一
大
事
因
縁
」
が
、衆
生
の
「
仏
知
見
」
を
「
開
き
」「
示
し
」

「
悟
ら
し
め
」「
仏
道
に
入
ら
し
め
る
」
こ
と
と
し
て
明
か
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
こ
こ
に
「
仏
知
見
」
と
は
、
宇
宙
生
命
に
具
わ

る
光
り
輝
く
智
慧
の
こ
と
で
あ
り
、
中
国
の
天
台
は
「
仏
性
」

と
同
義
に
解
釈
し
て
お
り
ま
す
。

　
『
法
華
経
』
で
は
、
二
乗
・
女
人
等
を
代
表
に
挙
げ
て
、
全
て

の
人
々
の
生
命
内
具
の
「
仏
知
見
（
仏
性
）」
の
内
在
と
そ
の
顕

在
化
を
力
説
し
て
お
り
ま
す
。
こ
こ
に
人
類
・
民
族
・
ジ
ェ
ン

ダ
ー
・
職
業
・
文
化
を
問
わ
ず
、
全
て
の
人
々
に
「
仏
知
見
」

が
具
わ
っ
て
お
り
、
そ
の
顕
在
化
に
よ
っ
て
自
他
と
も
に
幸
福

へ
の
道
を
開
く
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
、
人
間
の
本
質
的
「
平

等
性
」が
示
さ
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
仏
知
見
の
内
在
こ
そ
、

仏
教
の
「
生
命
尊
厳
」
の
根
拠
な
の
で
あ
り
ま
す
。

　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
文
化
・
人
種
・
民
族
等
の
差
異
に
か
か
わ
ら
ず
、

否
、
そ
の
差
異
の
ゆ
え
に
、
相
互
に
尊
敬
し
合
い
、
全
て
の

人
間
が
そ
の
内
な
る
可
能
性
を
顕
在
化
し
つ
つ
生
を
営
む
時
、

「
共
生
・
共
存
」
の
「
地
球
文
明
」
が
浮
か
び
上
が
る
の
で
あ
り

ま
す
。

「
法
華
経
展
」
で
。
開
催
地
の
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
州
で
は
宗
教
間
対
話
運
動

が
活
発
で
あ
り
、
ス
ペ
イ
ン
全
土
か
ら
宗
教
団
体
の
代
表
・
学
術
者
ら

が
集
う
「
宗
教
会
議
」
を
２
０
０
５
年
か
ら
開
催
。「
法
華
経
展
」
は
「
第

４
回
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
宗
教
会
議
」（
本
年
６
月
／
主
催
＝
ユ
ネ
ス
コ
・
レ

リ
ダ
協
会
）
の
開
幕
行
事
と
な
っ
た
。
同
宗
教
会
議
は
、
本
年
12
月
に

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
開
催
予
定
の
「
世
界
宗
教
会
議
」
の
プ
レ
行
事
で

も
あ
る
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「
薬
草
喩
品
」
で
は
、「
共
生
・
共
存
」
の
あ
り
方
を
、
自
然

生
態
系
に
ま
で
広
げ
て
「
万
物
共
生
」
の
姿
と
し
て
描
き
あ
げ

て
お
り
ま
す
。

　
「
三
草
二
木
」
と
は
、
種
類
や
大
き
さ
の
異
な
る
草
木
（
三
草

二
木
）
が
空
一
面
の
雲
か
ら
降
り
注
ぐ
雨
に
潤
さ
れ
て
、
平
等
に

潤
い
な
が
ら
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
質
に
応
じ
て
生
育
す
る
と
い

う
譬
喩
で
あ
り
ま
す
。
草
木
の
生
育
す
る
大
地
、
空
か
ら
降
り

注
ぐ
雨
は
、
仏
の
説
法
と
し
て
表
さ
れ
る
「
宇
宙
生
命
」
の
恵

み
で
あ
り
、万
物
の
生
死
の
基
盤
で
あ
り
ま
す
。
日
本
の
日
蓮
は
、

草
木
の
共
生
の
姿
を
「
桜
梅
桃
李
」
と
表
現
し
て
お
り
ま
す
。

草
木
と
し
て
表
示
さ
れ
る
自
然
生
態
系
と
と
も
に
、
す
べ
て
の

衆
生
が
栄
え
ゆ
く
姿
が
、
仏
教
の
描
く
「
地
球
文
明
」
の
方
向

性
で
あ
り
ま
す
。

〝
永
遠
な
る
も
の
〞
の
探
求

　

第
二
の
「〝
永
遠
な
る
も
の
〞
の
探
求
」
は
、『
法
華
経
』
で
は
、

ま
ず
「
宝
塔
品
」
に
お
け
る
「
宝
塔
」
の
出
現
か
ら
開
始
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　

宝
塔
品
で
は
、
大
地
か
ら
「
宝
塔
」
が
涌
現
し
て
、
そ
の
塔

の
中
か
ら
過
去
の
仏
で
あ
る
多
宝
如
来
が
、
釈
尊
の
説
法
が
真

実
で
あ
る
こ
と
を
讃
え
る
の
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
従
地
涌
出
品
」
に
な
る
と
、
こ
の
娑
婆
世
界
の
下

の
虚
空
に
い
た
六
万
恒
河
沙
と
い
う
膨
大
な
数
の
地
涌
の
菩
薩

が
大
地
を
割
っ
て
出
現
す
る
と
説
か
れ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
し
て
「
寿
量
品
」
で
は
、
こ
の
大
菩
薩
の
出
現
を
契
機
と

し
て
、
弥
勒
菩
薩
の
質
問
に
応
じ
る
形
で
、
釈
尊
の
本
地

│

〝
久
遠
の
仏
〞
す
な
わ
ち
〝
永
遠
な
る
仏
〞
が
明
か
さ
れ
る
の
で

あ
り
ま
す
。

　

日
蓮
は
、
阿
仏
房
と
い
う
弟
子
か
ら
、「
宝
塔
」
の
意
義
に
つ

い
て
問
わ
れ
た
時
、
そ
れ
は
あ
な
た
自
身
の
生
命
で
あ
る
と
答

え
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
一
個
の
人
間
生
命
に
内
包
さ
れ
た
「
宇

宙
生
命
」
が
輝
け
る
宝
塔
と
し
て
出
現
し
た
の
だ
と
の
意
で
あ

り
ま
す
。
そ
し
て
天
台
は
、
大
地
の
底
、
虚
空
の
こ
と
を
「
法

性
の
淵
底
」
と
表
現
し
て
お
り
ま
す
。
万
物
が
生
死
を
お
り
な

す
現
実
世
界
の
深
奥
の
場

│
そ
れ
は
釈
尊
の
覚
知
し
た
「
宇

宙
生
命
」
そ
れ
自
体
で
あ
り
ま
す
。

　
〝
久
遠
の
仏
〞
は
、〝
久
遠
の
法
（
ダ
ル
マ
）〞
と
一
体
で
あ
り
、

宇
宙
根
源
の
リ
ズ
ム
そ
の
も
の
を
生
き
る
仏
で
あ
り
ま
す
。
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「
寿
量
品
」
で
は
、
生
死
流
転
の
現
実
世
界
を
超
越
し
つ
つ
も
、

現
実
世
界
へ
と
衆
生
救
済
の
た
め
に
顕
在
化
す
る
〝
久
遠
の
仏
〞

の「
永
遠
性
」が
明
か
さ
れ
て
お
り
ま
す
。「
娑
婆
世
界
説
法
教
化
」

の
文
で
あ
り
ま
す
。〝
久
遠
の
法
〞
と
一
体
の
〝
久
遠
の
仏
〞
は
、

永
遠
な
る
救
済
仏
で
あ
り
、
そ
の
「
智
慧
」
と
「
慈
悲
」
の
働

き
は
、「
未い
ま

だ
曽か
つ

て
暫し
ば
らく
も
㾱は
い

」
し
た
こ
と
が
な
い
の
で
あ
り
ま

す
。

平
和
創
出
の
行
動

　

第
三
の「
平
和
創
出
へ
の
行
動
」を
な
す
主
体
者
を
、『
法
華
経
』

で
は
「
永
遠
な
る
宇
宙
生
命
」
か
ら
涌
現
し
た
地
涌
の
菩
薩
や
、

「
薬
王
品
」
以
下
の
各
品
に
説
か
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
菩
薩
群
と
し

て
描
き
あ
げ
て
お
り
ま
す
。
薬
王
は
医
学
・
保
健
の
面
を
、
妙

音
は
音
楽
に
象
徴
さ
れ
る
芸
術
の
開
花
を
、
普
賢
は
学
問
・
思

想
の
貢
献
を
示
し
、
そ
し
て
観
世
音
は
民
衆
の
切
な
る
現
世
的

要
望
に
耳
を
傾
け
、「
無
畏
」
の
境
地
を
与
え
ゆ
く
勇
者
と
し
て

描
か
れ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
菩
薩
的
人
格
の
中
に
は
、
民
衆
救
済
へ
の
「
慈

悲
の
精
神
」
が
み
な
ぎ
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
か
ら
「
平

「法華経展」が開かれたレリダ市立図書館。レリダ市（カスティーリャ語ではリェイダ市）

は紀元前から栄え、ユダヤ教、イスラーム教、キリスト教が交差する歴史を刻んできた
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和
の
文
化
」
創
出
へ
の
使
命
を
果
た
す
誓
い
と
行
動
が
展
開
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
中
で
も
、
世
界
平
和
と
の
関
連
性
に
お
い
て
注
目
す
べ

き
は
、
不
軽
菩
薩
で
あ
り
ま
す
。
不
軽
菩
薩
は
、「
我
は
深
く
汝

等
を
敬
う
」
と
言
い
、
彼
を
迫
害
す
る
人
々
を
含
め
て
、
全
て

の
衆
生
に
内
在
す
る
「
仏
性
」
を
「
但
行
礼
拝
」
し
、
そ
の
顕

在
化
を
促
し
続
け
た
の
で
あ
り
ま
す
。
あ
く
ま
で
も
対
話
・
非

暴
力
に
徹
す
る
不
軽
菩
薩
の
中
に
、
平
和
を
希
求
し
行
動
す
る

今
日
の
「
世
界
市
民
」
の
姿
を
見
出
せ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

こ
の
よ
う
に
『
法
華
経
』
は
、「
仏
性
」
の
内
在
と
顕
在
化
と

い
う
人
間
の
本
質
的
平
等
性
に
立
脚
す
る
「
共
生
・
共
存
」
の

思
想
か
ら
、そ
の
淵
源
を
〝
永
遠
な
る
も
の
〞

│
「
宇
宙
生
命
」

と
し
て
の
〝
永
遠
の
仏
〞〝
永
遠
の
法
〞
に
求
め
つ
つ
、
さ
ら
に

人
類
平
和
の
創
出
の
た
め
の
「
世
界
市
民
」
像
を
菩
薩
群
の
活

躍
と
し
て
指
し
示
す
経
典
で
あ
り
ま
す
。

　

万
人
に
尊
極
の
仏
性
が
存
す
る
と
の
思
想
を
基
盤
と
し
た
、

人
間
へ
の
限
り
な
い
信
頼
と
尊
敬
が
脈
打
つ
『
法
華
経
』
が
、

ス
ペ
イ
ン
の
人
々
の
豊
か
な
心
、
他
者
に
開
か
れ
た
人
間
性
と

本
展
を
通
し
て
深
く
共
鳴
し
、
新
た
な
文
化
創
造
へ
の
貴
重
な

機
会
と
な
り
ま
す
こ
と
を
お
祈
り
し
て
お
り
ま
す
。

（
い
け
だ　

だ
い
さ
く
／
創
価
学
会
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
会
長
）


